
会議名 主催者 開催時期 開催場所 会議の概要
会場での参

加人数

1

Symposium of the US-Japan
Science and Technology
Cooperation Program 2025

大学共同利用機関法人高エネルギー
加速器研究機構

令和7年5月12
日～14日

札幌市 日米科学技術協力事業高エネルギー物理学分野
に関するシンポジウム。

60名

2

The Twentieth Meeting of
the ICAO Aeronautical
Information Services –
Aeronautical Information
Management Implementation
Task Force(AAITF/20）

国際民間航空機関　アジア太平洋
地域事務所

令和7年6月9日
～13日

千歳市 アジア・太平洋地域における航空情報業務に
ついて、デジタルデータによる提供・交換へ
の移行を支援するための会議。

102名

3

第34回光子電子原子衝突国
際会議
International Conference
on Photonic, Electronic,
and Atomic Collisions:
ICPEAC

ICPEAC2025組織委員会 令和7年7月29
日～8月5日（6
日間 ※土日を
除く）

札幌市 光子、電子、原子等の衝突現象、超低温・ア
ト秒・強場原子分子物理学および関連分野の
最先端研究の発表、意見交換。隔年開催。

562名

4

Joint International
Symposium on Sustainable
Forest Ecosystem– Local
Communities and
Sustainability Under the
Anthropocene and Global
Transition –
Management(日台韓間国際シ
ンポジウムSFEM2025）

(主催)TROSFEM (Triplet
Research Organization of
Sustainable Forest Ecosystem
Management)
(共催)
Risk Analysis Research Center
(RARC), ISM, SMTaiwan Society
of Forest Ecosystem Management
(TWFEM),
Japan Society of Forest
Planning, FORMATH Research
Society, Korean Society of
Forest Management and
Information,National Institute
of Forest Science (NIFoS),
Agriculture-forestry
Bioresource Convergence Center
(ABC), SNU

令和7年8月7日
～8日

函館市 持続可能な森林生態系管理 (Sustainable
Forest Ecosystem Management)をテーマに日
台韓の3か国が連携し、各地域の森林資源や
林業、生態系保全に関する最新の研究知見を
共有・議論する国際研究集会。

22名

5

IMDRF (International Medical
Device Regulators Forum)2025
年９月会合

厚生労働省及び及び独立行政法人
医薬品医療機器総合機構

令和7年9月15
日～19日

札幌市 日本、米国、欧州連合（EU）、カナダ、オーストラリ
ア、ブラジル、中国、ロシア、シンガポール、韓国、
英国の11か国・地域の医療機器規制当局より成
る医療機器の国際規制整合化及び協力を進める
フォーラム。

190名

6

HBD（Harmonization By Doing）
East 2025 Think Tank Meeting

厚生労働省及び及び独立行政法人
医薬品医療機器総合機構

令和7年9月17
日

札幌市 HBDとは、日米における医療機器に関する規制に
ついて、実践を通して整合化を図ることを目的とし
た、日米の官・学・民による共同の活動。日米交
互に年1回程度HBD Think Tank Meetingを開催。

100名

7

Workshop on Interstellar
Matter
2025

Yuri Aikawa (The University of
Tokyo)
Tomoya Hirota (NAOJ)
Kaori Kobayashi (The
University of Toyama) Nami
Sakai (RIKEN) Naoki Watanabe
(Hokkaido University)

令和7年12月12
日～14日

札幌市 天文学的に関連する最新の研究成果発表、意
見交換。隔年開催。

90名

8

2nd Hokkaido Workshop on
Particle Physics at Crossroads

高エネルギー加速器研究機構、京都
大学基礎物理研究所、北海道大学、
APCTP（韓国）

令和8年3月3日
〜6日

札幌市 素粒子物理学をテーマにしたワークショップ。 59名

出典：国土交通省北海道局調べ

国の機関等による国際会議等の北海道開催実績（令和7年度）

※国が関与する国際会議等（各省庁（外局等を含む）主催の会議のほか、他の省庁・民間団体等との共催や各省庁が所管する特殊法人等・独立行政法人が主催する会議も含
む。）で、参加国数は日本を含む２カ国以上、会場参加者数は外国人を含めて10名以上が見込まれる国際会議等について記載。
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